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アカガイ天然採苗調査

柳谷 智 ･川村 要 ･鹿内 満春

近年､本県のアカガイ資源は枯渇状態にあり､その積極的な増殖対策が急がれている｡資源の回

復にはまず､種苗を確保する必要があるので､当所では天然採苗の可能性を検討している｡その調

査結果をまとめたので報告する｡なお､浮遊幼生調査は調査船なっどまりで実施した｡

1 親貝成熟状況調査

保護水面周辺で5月28-29日に桁網により採捕した親貝を当所前試験筏に垂下し､6月9日～9
月22日までの間の16回､親良の成熟度を調べた｡その結果､肉眼による観察､生殖巣肥厚率のピー
ク出現期 (図1)から本年度のアカガイ産卵盛期は昨年より若干早い7月中～下旬と思われた｡ア

カガイの産卵水温と考えられる20℃は図2から7月下旬に越えており､本年度の産卵盛期と概ね一

致していた｡なお､8月下旬以降の親貝の生殖巣は色が疹んでおり､放卵 ･放精貝と思われた｡

親員の殻長及び全重量組成は図3､4の

とおりで､殻長は平均97.9h怖､殻長範囲は

90-105mで61.1%を占め､全重量は平均
203.99.全重量範囲130-2209で65.2%
を占めていた｡アワビ､ホタテガイ等の貝

類では成長障害輪から年令を推定する方法

が用いられているが､アカガイでは障害輪

が明瞭でないため障害輪から年令査定する

のが難しい｡そこで､本年度使用親貝の殻

長､全重量組成から親貝の年令組成を宝多1)

らの調査結果から推測してみた｡その結果

5令員を主体とした4-6令貝と考えられ

た｡

2 浮遊幼生調査

図5に示した5地点 (1:芦崎湾内､2

:芦崎湾外､3:川内沖､4:青森沖､5

:横浜沖)で8月3日～9月18日までの間

に6回実施した｡採水は地点､水深別にウ

ィングポンプで行ない､網目100JL7nのプ

ランクトンネット (××13)で採集､検鏡

した｡浮遊幼生の出現状況は表1､図6の

とおりであった.なお､図6-(6)の全層浮
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遊幼生出現数とは水深別の出現

状況だけでは調査地点間の出現

状況がわかりにくいので､各地

点の水深別出現数の総数を総採

水量 (7n3)で割 り､ 17n3当 り

の出現数を求めたものである｡

図6-(1)から椎貝放流事業を行

なっている保護水面に最も近い

調査地点 1の出現数は0-4個

/'7n3と少なかったので､ 昭和

60年以前に放流した椎貝は再生

産に寄与しなかったと思われる｡

表 1 浮遊幼生調査結果
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調査月日 調 査 水 深 透明度 水 温 出現数 殻 長 ULnO 出現数 鮎毎期別地 点 (7Tl) (7n) (℃) ･採

水 n3.&% 出現数8月10日 4 0̀.5510203040 9.0 22.221.021.4･20.820218_0 0020

0 240×2 00800 85 0.5510203040 ll.0 22.021.421.020.719.218.8 005

00 240､250×3,訪0 002000 208月24日

1 0.55 0.5 22.922.6 0 0 80(48)2 0.551020 121) 22.822.

822.120.9 501 200､210､220×2260割0 2004 243 0.55.10203040 12.0

22.322.222.122.020.919.0 10000 ZX) 40000 44 0.5510203040 ll.0 24.022.622.722822.220.8 00010 190 00040 4

5 0.55 12.0 23.222.6 4 Z
X)､210､230､24) 16 4810 22.6 1 ZZO 420 22.2 5 2Z)23)､240x2

,2fX) 203040 22.019.8 20 2Z)×2 808月31日 1

0.55 5.0 24.023.2 0 0 0 16(4)2 0.551020 10.5 24.023.022.6一2

1.2 100 2fX) 400 43 0.551020



調査月日 請 査 水 深 透明度 水 温 出現数 殻 長 uLnO 出現数 地点別出
現数 時期別l地 点 (7n) (m) の 採水

且 7n3換算 出現数4 203040 141) 岳3.221.820.

6 001 230 004 45 0.5510203040 13.0 23.022.822.722.220.820.1 00100 190 00400 4

9月7日 1 0.55 5.5 238232 0 0 0 42 0.55

1020 138 24.222.822.622.6 000 000 03 0.5510203040 13.

0 22.922.822.822.622.620.7 00000 00000 04 0.5510203040 13.0 24.623.823222.822.419.8

00100 240 00400 49月18日 1 0.55 6.0 20.6

20.5 0 0 0 42 0.551020 15.0 21.521.421421.3 010 200 0

40 43 0.5510203040 19.0 21.821.821.721.821.821.8 00000
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水深別の出現状況は調査地点 2(水深

約307n)で採水水深 5､107n層､調査地

点 5(水深約45れ)で採水水深207n層が

多く出現 しており､中層が濃密であった｡

他地点は出現数が少ないことから濃密層

は明らかでなかった｡

8月10日の調査地点 2(採水水深 57n)

で過去数年で最高出現数であった昨年を

上回る24個/7n3出現 したが､依然として

浮遊幼生出現の減少傾向に変わりはなく

採苗不良が予想された｡

図6-(6)か ら東湾に位置する調査地点

2､5の出現数が西湾よりはるかに多か

った｡出現数の時期変化か ら全湾的には

8月上旬と下旬の間に出現 ピークがある
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別浮遊幼生出現数と考えられることから､今年度の浮遊幼生出現盛期は8月中旬と 思われた ｡ なお

､浮遊幼生数は同定の困難さから殻頂期以降を測定しているため実際の浮遊幼生数 は結果より 多い

は ずであるがその数は明らかでない｡

3 付着椎 貝調査図 7に示した3地点 (1:保護水面内､2:芦崎湾外､3:川内沖)で8月 5日

～9月18日の間に4回､採苗器を投入したo採苗器の形状は､玉ねぎ袋 (縦70cmx構38m､目合3珊

耽)にネ トロソネット (長さ150C耽､直径35cnE､目合12n耽)を2つ折にして収容し

たものを用いた｡椎貝の出現状況は2月5日～10日に調査 した｡結果は表3のとおりで調査地点

3の付着稚員数は昨年よりはるかに減少 し､0- 2

.2個/袋で推移した｡調査地点 2の付着椎貝

数は昨年より増加していた｡依然として放流事

業を実施している保護水面内の椎貝

付着は無かった｡昨年､椎貝出現盛期を推定で

きなかったので､今年度､8月上旬にも採苗器

を投入 したが､付着数が少ないことから付着盛期は推定

できなかった｡殻長範囲は5.1-17.3m (平均1

0.6nn)で昨年より

大型化 していた｡椎貝の投入水深別成長度を

図 8に示 した｡調査地点は上 ･中段が下段に比

べて若干成長していた｡調査地点3の水深別成

長度の差は明らかでなか った｡地点別の成長度をみると､調査地 むつ図 7 付
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〔川 内〕St.3
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表 3 アカガイ椎貝付着状況

請査也 投入水潔 8 月 5 日 8 月 18 日 8 月 31 日 9 月 13 日
調査地点別椎貝数 殻長範歯 平 椎貝数 蔚長範囲 平 椎貝数 殻長範歯 平 椎貝

数 殻長範囲 平 殻長範囲 平点 (7n) (1線 (仰) 均如[) (ー抄 (arm) 均(at7n) ㈲ (hlnl) 均(nhl) ㈲ //I, 均(hm) (DID[) 均(

n87R)1 1 05.9-17
二3 0 0 0

2 0 0 0 0.3 0 0 0

02 10-12 0.8 5.9-17.,3 13.1 1.0 7.8-13.9 ll.3 0 0 5.9-17.3 12.113-16 1.6 8.5-16.9 12.0 1.8 8.4-16

.9 ll.9 0 0.1 7.1 7.1 7.1｢16.9 ll.817-19.2.1 5.1-14.8 10.5 2

.2 6.5-14.6 10.2 0 0 5.1-14.8 10.33 10-12 1.8 7.4-13..2 10.3 0.8 5.5-14.5 10.4 0 0.3 6.9-10.7 8.2 5.5-14.5 10∴13-16 2.2 6.9-13.0 9.9 0.5 9.2-13.3 ll.3 0 0.3 5.7-14.8 9.0 5.7-

14.8 10.017-19 0.6 6.8-15.1 ll.0 1.6 6.9-16.8 9.8 0 0.6 6.9-ll.2 8.5 6.8

-16.8 9.8時期別付着状 況
5.1-17


